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１．目的  

 平成 28 年 3 月に底層溶存酸素量(以後低層 DO と言う)が生活環境項目環境基準に追加された．低層 DO は浚

渫窪地の貧酸素水塊に代表されるように局所性が強くまた日時変動も大きい項目である。したがって、閉鎖性

海域での、例えば環境基準の設定などにおいて、この項目を適切に測定あるいは評価しようとした場合、海底

地形を正確に把握しておく必要がある．しかし、海図などから海底地形を得ようとした場合、浚渫窪地などは

正確に表示されていないことが多い．また、海底地形の通常の二次元表示では必ずしも問題点は把握しやすい

とはいえない． 

 また、環境情報に関係する主体は多く、例えば博多湾の水環境の議論においても市民、漁業関係者、行政、

専門家など多方面の参加者にとって分りやすい環境情報の開示は難しいのが現状である。 

 そこで本発表では、博多湾をフィールドとして、まず湾の海底地形（ここでは「湾盆地形」と呼ぶ）をでき

るだけ正確に把握し、理解しやすいような三次元表示を提案する．次にこの湾盆地形をベースに諸環境情報を

地理情報システムを用いて三次元的に表示し、漁業情報、リクレーション情報、観光情報などをオーバーレイ

することによって、環境情報のプラットホームとすることを目的とする． 

２．博多湾における湾盆形状と水質データの三次元化 

 先に述べた博多湾における水環境の三次元プラットホームの基本となる湾盆地形を得るため、まず、海図よ

り博多湾各地点の水深を入力し ArcGIS ソフトにより 20m メッシュデータになるように水深データを内挿外挿

した。この際窪地などの水深のデータ別途入手した． 

 次に、図 1に示した地点にて HYDROLAB 社製

多項目水質計 DS5 を用いて溶存酸素濃度など

を測定した。実際の測定に当たっては、小潮

の干潮時を狙い２艘の船舶を用いて 4 月から

11 月までほぼ月１回の測定を行った。 

 水質の三次元データを得るため、湾盆地形

から水深 1m ごとの層に博多湾をスライスし、

各測定地点で得られた水質の鉛直分布から上

記の各層に測定地点ごとに水質データを落と

し込み、20m メッシュデータになるように内

挿外挿した。これによって博多湾 1mごとの各

層の水質の二次元分布を得た。 

 上記の各層ごとの水質データをオーバーレ

イすることにより博多湾水質の三次元分布を

得た。 さらに、20m メッシュごとのデータ

の内、最深部のデータのみを用いて博多湾低層の酸素濃度の平面分布を得た。この水質の平面分布データを先 
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図 1 博多湾水質測定地点 
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の 20m メッシュ湾盆形状データ上に貼り付けることによっ

て、博多湾低層の水質分布を三次元化した。 

３．結果 

 ３．１ 博多湾湾盆形状 

 図 2に博多湾湾盆の三次元形状を示した。 

 ３．２ 博多湾低層水質の三次元分布 

 図 3に博多湾低層の酸素濃度の三次元分布を示した。 

 この図から分るように博多湾の低層 DO 分布を把握 

できた。 

 

４．結論  

 結果から分るように、博多湾湾盆形状と低層 DO 濃度を三次元的に示すことができた。しかし紙上では二次

元表示のみが可能なので、その真価を伝えることはできていない。発表では GIS のビュワーソフトを用いてこ

の結果を適切な三次元表示で示す。また、このビュワーソフトにより博多湾環境を議論するためのプラットホ

ームとしての有用性も明らかにする。 

4月 20日 5月 18日 

図 3博多湾低層の DO分布 
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図 2博多湾湾盆形状 
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